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た［Concha Contreras 1975；Custred 1977；友枝 1986 : 30―33；山本 1992 : 224―228；稲
村1995 : 99―100］。そこでは国際市場におけるアルパカ毛の高騰から，たくさんアルパカ
を持っている牧民は大きな現金収入を得て，牧民と農民の関係が希薄化していることが報
告されている［Concha Contreras 1975 : 99―98］。しかしながら，こうした研究が行われ
た時点（1970年代中葉～80年代末）では，リャマのキャラバンは相変わらず重要で［Cust-
red 1977 : 84］，牧民社会の根本的な経済的・社会的変容をもたらすには至っていないと
され，その理由として，農民と牧民が単なる経済的関係ではないことが強調された。しか
しその後，市場経済化とグローバリゼーションの中で，地方の道路整備が進み，リャマを





































































































































センター（Centro de Producción de Reproductores，以下 C. P. R.と記す）という行政
組織が指導を行っている。この組織は，ピトマルカ地方自治体（municipalidad de Pito-









１頭を C. P. R.に返却する。この C. P. R.が管理するオス群は，ピナイア村だけでなく，


















































































































































































































































































































































































































































































４）　山崎は，500～2 ,000頭を中規模経営，2 ,000～3 ,000頭を企業経営としている［山崎 1992a : 356］。
また，真鍋は50～100頭を小生産者としている［真鍋 2009 : 32］。また，同じクスコ県で調査をし
た鳥塚は，一家族の平均所有頭数をリャマ30頭，アルパカ65頭，ヒツジ45頭であり，一番多く家畜




産するといわれる［小長谷 1991 : 58］。また，畜産学の分野から，アルパカの分娩は他の家畜と異
なり夜間に起こることはなく，日が昇った後（7 : 00～13 : 00，93 .5％）に始まるとの報告がある
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